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研究成果の概要（和文）：ジュニアスポーツ選手を対象に形態計測，運動能力測定を行った．男

子では 12 歳頃，女子では 9歳頃の体格・身体組成の発育が運動能力に対し正の効果を，女子で

は 12 歳頃の発育が運動能力の発達に対し負の影響を及ぼしていると推測された．競技種目別の

比較では，年齢が上がるに連れてバレーボールでは身長，体重が，バドミントンでは反復横跳

びが他競技と比べて高くなるなど，競技間で体格・運動能力に特徴がみられた．一般小学生と

の比較ではクラブ所属選手が好成績であることが分かった．今回の結果は競技経験年数，競技

レベル，戦績を考慮しておらず，今後は被験者数を増やすとともに，縦断的研究を行う必要が

ある． 
 
研究成果の概要（英文）：This study measured a physique and motor ability in junior athletes. 
In boys, the growth of the body around 12 years old showed a positive effect on motor 
ability. In girls, the growth of the body about 9 years showed a positive effect on motor 
ability, on the contrary, showed a negative effect of 12 years old. Comparison of different 
sports, height and weight of volleyball and side-step of badminton showed characteristic 
results as one grows older. Comparison of primary students that does not belong to the 
club, junior athletes were good result of motor ability. In the future, it is thought 
that the aspect of the development of motor ability can be shown more in detail by 
increasing the number of subjects and longitudinal study.  
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１．研究開始当初の背景 
 各種競技種目において，ダッシュ，急激な
方向転換や急停止・急加速（アジリティ），

瞬発力，敏捷性といった運動能力は，多くの
スポーツ競技で成功をおさめるために必要
であることは周知の事実である．したがって，
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幼児期の時点でこれらの運動能力がどのよ
うに発達するかが予測できれば，スポーツ選
手として成功するか否かの判断基準のひと
つとなり得るのである．このような知見に基
づき，各種スポーツ団体や自治体はスポーツ
選手として埋もれた才能を発掘する「タレン
ト発掘事業」を展開している．しかしながら，
ただ単に運動能力を測定するだけでは，優れ
た運動能力を持つ子どもを見過ごす可能性
もある．なぜなら，子どもは暦年齢が同じだ
としても，身長や体重はもちろん運動能力の
発達においても大きな個体差が生じるから
である．事実，高度スポーツへの参加者に生
まれ月による有利・不利が生じていることが
認められており，運動能力の発達過程をより
詳細に検討するには，暦年齢だけではなく生
物学的成熟度を考慮する必要がある．生物学
的成熟度を評価する方法として，一般的に骨
年齢査定法が用いられている．しかし，骨年
齢査定法は X 線撮影を要することから，簡便
で精度の高い方法の開発が待たれるところ
であった．しかし，近年この問題を解決すべ
く Maturity Offset 法が提唱された．
Maturity Offset 法は，身長の伸びに対し脚
長および座高の伸びのピークが異なること
を利用して生物学的成熟度を予測する方法
である．骨年齢査定法とは異なり安価で簡便
に行うことができることから，現場でも十分
に実施可能である．しかし，Mirwald et al.
が算出した生物学的成熟度を推定する公式
は，カナダ人の体格を基に作成しているため
この式をそのまま日本人に用いることには
疑問が残る．児童や生徒を対象として運動能
力を測定した研究は数多く見られるが，1）
測定種目が異なる，2）被験者数が少ない，3）
対象者が特定のスポーツに限定されている，
4）生物学的成熟度を考慮していない，とい
った問題を抱えている調査結果が多い．その
ため，比較検討や一般化するための基礎資料
としては不十分であると言える． 
 
２．研究の目的 
 本研究では第一に，幼児期から成長期にわ
たる選手を有するスポーツクラブに所属す
る選手を対象として体格，運動能力の測定し，
各選手，クラブの特徴を見出すとともに，多
競技多種目のクラブを測定することで競技
種目の特徴的な体格，運動能力の指標を明ら
かにすることを目的とする．次に，得られた
結果を基礎データとして，日本人を対象とし
た生物学的成熟度の推定式を作成するため，
年間最高身長増加年齢を過ぎていると思わ
れる男女スポーツ選手を対象に調査を行い，
日本人に適した生物学的成熟度の推定式を
作成ための基礎データを収集することを目 
的とする． 
 

３．研究の方法 
 年１～２回ほど各チームの練習会場に出
向き，測定を行った（フィールド測定）．測
定項目は身長，座高，体重，体脂肪率の形態
計測と，20m 走，プロアジリティー・テスト，
立ち幅跳び，反復横跳び，垂直跳び，リバウ
ンドジャンプ（5回連続跳び）の運動能力測
定である．結果は選手・指導者らに 1週間程
度でフィードバックを行った．得られたデー
タを競技種目別に整理し競技種目の特徴的
な体格，運動能力を検討し，スポーツクラブ
に所属する選手の思春期最大発育速度
（MPV：Maximum Peak Velocity），局所的極
大発育速度（LPV：Local Peak Velocity）を
求めた．  
 
４．研究成果 
 12 種目（一般小学生を含む），延べ 1998 名
分のデータを収集することができた．分析を
行った結果，以下のような成果が得られた． 
 
(1)定期的にスポーツ活動に参加している 5
歳から 15 歳の男女 322 人（男子 179 人，女
子 143 人）を対象に体格・身体組成及び運動
能力測定を実施し，以下の結果を得た．5 歳
から 15 歳の男女の体格・身体組成の測定値
に対し分散分析を行った結果，身長，体重お
よび除脂肪体重は男女ともに経年的な発達
を示したが，体脂肪率は 12 歳以降に男子で
低下傾向，女子で増加傾向に転じた．運動能
力は 20 m 走，プロアジリティ・テスト，立
幅跳び，反復横跳びおよび垂直跳びは加齢と
ともに記録が向上したが，リバウンドジャン
プ指数は 13 歳以降においてのみ有意な変化
が観察された．8歳から 13歳までの男女の体
格・身体組成に対し polynomial（多項式）を
適用した結果，身長において男子では 12.7
歳，女子では 8.9 歳に MPV が認められた．ま
た，除脂肪体重では男子で LPV が 8.5 歳，MPV
は 11.9 歳，女子では 8.9 歳および 11.7 歳に
LPV が 認 め ら れ た ． 運 動 能 力 に 対 し
polynomial を適用した結果，男子では 20 m
走，プロアジリティ・テストおよび反復横跳
び，女子では立ち幅跳び，反復横跳びおよび
垂直跳びにおいて LPV が 2箇所認められ，そ
の年齢は男女ともに 1 回目が約 9 歳，2 回目
が約 12 歳であった．男子の垂直跳びおよび
リバウンドジャンプ指数，女子の 20 m 走お
よびプロアジリティ・テストでは LPV が 1 箇
所認められ，その年齢は男子で約 10 歳，女
子で約 9 歳であった．MPV は，男子の立ち幅
跳びおよび女子のリバウンドジャンプ指数
において認められ，MPV 年齢はともに 12.0 歳
であった． 
これらの結果より，ジュニアスポーツ選手

において，男子では 12 歳頃，女子では 9 歳
頃の体格・身体組成の発育が運動能力に対し



 

 

正の効果を及ぼしていることが示唆された．
一方，女子では 12 歳頃の体格・身体組成の
発達は，運動能力の発達に対し負の影響を及
ぼしていると推測された． 
 
(2) 7 歳から 14歳の学齢期男子 469 名を対象
に横断的な体格，身体組成および運動能力の
測定を行い，それぞれの発育・発達現量値に
対してウェーブレット補間法を適用し，加齢
現量値曲線の傾向分析や加齢変化速度曲線
に示される MPV および LPV の解析を試みた．
身長，体重の発育速度曲線に示された MPV 年
齢は 13.2 歳，13.5 歳と従来の知見を指示し
ていた．特に，BMI と体脂肪率の加齢変化速
度曲線に示される LPVは両要素において重な
ることが示されたが，加齢現量値曲線では
BMI は増大傾向を示すが，体脂肪率では減少
傾向を示した結果は新たな知見として提唱
することができた．運動能力発達は Scammon
の神経型と一般型の発育パターンによる混
合型を示すとされるが，本研究における各運
動能力の発達速度曲線に示された LPVの出現
は，20m 走，プロアジリティ・テスト，反復
横跳びは，より神経系の関与が強く，垂直跳
びや立ち幅跳びで，その中でも立ち幅跳びの
方がより一般型の発育に負うことが強いこ
とを主張する有力な知見と位置づけられる． 
 
(3)競技種目の特徴的な体格，運動能力の指
標を明らかにすることを目的とし，測定結果
の比較検討を行った．年齢が上がるにつれて，
男女バレーボールでは身長，体重が，バドミ
ントンでは反復横跳びが他競技と比べて高
くなるなど，競技間で体格・運動能力に特徴
がみられた．同時に一般小学生と比較すると
運動能力結果においてはクラブ所属選手が
好成績であることが分かった．年齢が上がる
ということは，本研究においては競技経験年
数も増加する傾向がみられ，競技に関する特
異的なトレーニングを継続して行なうこと
で，その競技に適した体格，運動能力を獲得
することができると考えられる．また一方で
はエリートスポーツ選手になるためには競
技に適した体格，運動能力を持っていること
が世界で活躍するための必要不可欠な条件
とも考えられる．今回の結果は競技経験年数，
競技レベル，戦績を考慮していないが，小学
校高学年から中学生では競技種目の特徴的
な体格，運動能力が見られることから，被験
者数を増やすとともに，縦断的研究を行う必
要があると考えられる．また，同じ競技の中
でも各クラブ間で運動能力の特徴が異なる
結果が得られたことから，トレーニング内容
を把握する必要性が示唆された． 
今回の測定結果を学年別に提示したが，学年
内の日齢について多くの競技で 100 から 150
日の標準偏差が見られた．個別の体格，運動

能力の変化が著しいジュニア期において，生
まれ月における 3～5 ヶ月の差は大きいと考
えられる．ジュニア期の指導者においては特
に，選手の日齢や成熟度を考慮した指導を行
なうことが期待される． 
また，得られた結果を基礎データとして，

日本人を対象とした生物学的成熟度の推定
式を作成するため，年間最高身長増加年齢を
過ぎていると思われる男女スポーツ選手を
対象に調査を行う必要性を強く感じた．種目
によって性別，年齢，被験者数に差異がある
が，クラブの競技レベルや入会年齢などの指
導方針からそれぞれのクラブで人数構成が
異なるためであった．競技種目間で統計処理
をするには不十分な被験者数であるが，今後
被験者数を増やすことと同一被験者を縦断
的に測定することで解消されると考えられ
る． 
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